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 WWPA予測、2008年の住宅着工 96.8万戸、製材需要 12％減 
 
WWPAは 2008年の住宅着工数が戦後最低の 96.8万戸で底を打ち、2009年に
は 117万戸、以後徐々に回復すると予測。針葉樹製材品は 40％以上が住宅新築
に向けられているため、2008年の需要量は 2007年の 515億ＢＭ（約 1億 2100
万ｍ３）から 12％減の 453億ＢＭ（約 1億 700万ｍ３）まで減少。生産量は西部

地区で前年比－11.5％、南部で－10.5％の落込み。2007 年の針葉樹製材輸入量
は前年に比べ 20％減となったが、2008年もさらに 17％減少の 153億ＢＭ（3600
万ｍ３）と予測。 
 
 


